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名古屋市 蓬 左文庫

Nagoyashi Hosabunko 

｜展示｜風｜ょI,, I 

尾崎コレクション芝 居 絵 展

4.6凶～5.23（日）

；：伏線伎は、 17世紀初~fiに :I ＇，ぷ 1>11J l£i が号、行IIてが｛じた念仏 ~If!にその端を発し、 il；戸 H与代lll f 人のがi力を反

11；とするかのようにif五反した代表的な伝統芸能のひとつである。

川I.ElのfilJ/;.f；した 「女ーかぶさ」（「阿IIIかぶき」「かぶさおどり」） は、 j瓜紀上の弊芸；：をおそれる必J(.J：に

よって！：tノド6年 (1629）に禁止され、かわって 「抗衆；；f!¥P!f'f支」が脚光をあびたが、これにも反応厄年

(1652）に、 ｜司係のJ:1J!山で！，＇！：令が発せられた。ここに主って；；伏舛伎はi立を閉ざされるわけだが、｜共Jf系

一｜弘前盟国画 おどりけいようゑとゑのさかえ
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者による熱心な再l井J,/I'可｜吸収iが似jを会し、方！年に 「Jlj.j前l免」 されて 11J ~I：. した 。 これには、若次；政 P!f'i支

は t；＇~ じ、物まね狂言っー くしに 11立すること、という粂f'I二が付せられたが、物まねはり尖的な i~（技を芯；l床

しているから、従米の出fl を主体とした故郷伎は変貌を余儀なくされ、 l~IJ としての第一歩を附み 11\すこ

ととなった。 「野郎；欽抑 1支」といわれるのがこれで、；秋抑伎独特の女 )j芸術発祥の），~ ともなるわけだ

が、 h＇~）仔の祭令が、かえ っ て；：伏 P!fc 伎を ii,i(I剣として ；·，＇：jめるき っ かけを作っ ているのは興味深いこととい

える。

その後、；：弘舛伎は、 iv1技の熟述、 P!f'f： ・ 大迫よ」L等の 1,i，~lrili （ 花道のtilJfifi 、引き~·~の発lりJ~；こ ） 、脚本の

進；_J;さなどによ っ て、当時の世中II を巧みにとリ入れながら iv1刷としてのJI~叫 （Iりな進歩をとげ、民衆のll\J

に j朱〈浸透し、総今芸能として IJf.1:7ヒしてゆくのであるが、；欽 P!fc伎の中で大きな比重を ~i めているのは

俳優であり 、数多の人気役者の縦II＼は、当時の府、1（を大いにゆかせた。彼らの人気は、併のの上だけ

にとどまらず、当時のj瓜俗にも大きな；；仰向与えている。たとえば、「、市松山主」「主？前：i」 「三子｜つ

なさ「」など、 ；欽舛｛支棋僚とよばれる文桜は、人気役者のinJ1Jした衣装をもとにして流行したものであ
るし、数多くの芝肘絵や役者絵が、遊女の訟と並んで、！ぶ〈愛好されたことは、すでによく知られて

いる。社会的には低い身分であった；；伏PW伎役者ーたちが、 ilfii.f!：民にと ってあこがれの的であったこと

がうかがえる。

P!f.楽や能楽が、 ・：：.，－延i'i:b矢や氏家i'i:}j）~の社会でずf っ てきたのに対し、；；伏 P!f. 伎は民l fl J に生jl rtってきた
去能である。一般に、ぷ.illのi立をたどっている伝統去

能の ＂ ＇にあ っ て、今日もなお、十'l{•J!ll~ 、人気を失わない

)J~IJ-1 のひとつが、ここにもあると，目、われる 。

今凶の！民示は、その；；伏P!f.i支を、当11.'i流行した浮世絵

によ ってみてゆこうとするものである。11¥I減した作11!!'1

は、：炊P!fc伎の大成側熟時代ともいえるjU-i 後!YIから、

iJ~ rill判にの伝統を守りながらも新j瓜をとりこんで変貌

してゆくゆlif1WIのもの60 f慌である 。 芝；），•：·の r,.tJJ;1fri を fi'1!

いた 「芝111＋絵」、人気役者のブロマイドともいうべき

「役者絵」、それに、人何役ず；のYt: を’j·•:iんで作られた

「比企」を加えていずれも尼崎久休氏のコレクション

から援がした。 芝J;1 j·絵は、その当 ll~i' 」： iii（されたものに

取材していると忠われるが、参)j・のため、わかるもの

については初演の年代を付した。

円

L

盟国画 宮 :Ji!：消



「尾崎コレクション芝居絵展」出品目録

I .芝居絵

1 .〔国性爺合戦〕 五波＝＇／IJ<I!'i画

〔正徳5年（1715）初'Jili（〕 1枚

2.〔信州川中山合戦〕 1±1山田TI

〔草1~l 6 年 (1 721 ）初＇J i~（ 〕 2 枚

3. 〔菅原、伝授手習銭〕 li.波~·／ IJ<li'i CTlij 

〔延手：3年（1746）初出〕 3枚

4.忠臣蔵大序 3、4、7、10段目、復討

広霊園 〔究延7じ年(1748）初出〕 6校

5 仮名手本忠臣蔵大序 2、5、11段日

-9）斑国労画 〔n延元年 (1748 ） 争rJJi~（ 〕 4枚

6 仮名手本忠臣蔵大序 2～6、8～10↓＇11::1

t o •青jり持層弘司 〔克延7じ年(1 74~ ）初出〕 9枚
7 〔双蝶々1111輪日記〕 －~~回回
〔j＂）＇.延 2年（1749）初出〕 2枚

8.〔本朝廿山孝〕 ~~~I主l1fIT
〔 ll)］和3 年 (1766 ）初 i~（ 〕 2 枚

9 〔議台首婦女雇討｜〕 盟国画
〔l!J=J和8年(1771）初1Jili（〕 3枚

10. 店長前 〔出世張市〕 盟凶回

（安永7年(1778）初1Ji¥i（〕 1枚

11. 恋合端Ill(づくしお染 ・ 久松 〔副長；：：fH~)t 〕
~~~~旬肝！〈 」零点9年 （1780）初出〕 1枚

12.再似伽総先代萩御殿之図 ，~~凶 plij

〔ヲ~Iリ J 5 ，年，（ l ~.. 85）初出〕 3枚

13.〔1陥｜組長兵衛村進祖板〕 ·；~＇. IJ<l111ii 
〔！;£flJ3.年(1803）初出〕 2枚

14. 〔減討美下茶岳擬〕山IEI阿
同.S？；化13年（1816）初出〕 3枚

15. 〔平均立 主l品開 〔州川年（1838）トrJJi¥i（〕 2枚

16.〔児・，11也張傑部〕 ~； ~1 I Ej回

〔 ~！； ノk5年（1852）初＇Jili（〕 ヨ枚
れとど B L ・－＇•＂＇ 、りうえ

17. ~~~J：君主君；裂表 ~~~ IJ;{IJ<I周 lリJif;lOif'.FIJ 3枚
18. iii:山ifM色築 （新出血十川li訂’）

十1止：，；：；：IE一＜Ii攻幽 lリlif112年｜’・lj 3校

19. ドj·， ~·:i3；己つ滋 ~~＇. IJ;( I El 
〔lリl千117正F-(1770)TIJ〕 3十文

20.天糾l記ljI.づ｜ 〔，i'i＇応l伝J交予i』7鑑〕 子l；削段IEl i'i 
CThi %;'; 22年 1:11 〔延~人 3 it三（1746）初出〕3枚

21.新；；欽V!fci支イ－八番文党勧進i~J~ ~~＇. IJ;U El ),'i] pl1j 
明治22年－FIJ 3枚

22.仮名手本忠臣蔵 3段U 件・：m妻IEll』iphj 
iりlifi22年ーHJ 3枚

23.御隠殿表町之場 （新山主新1J.・：n
子i'~Vl絵画 l則的23年HJ 3枚

24. w多初I I町~旧民の場 〔t!Jf.多小女自！Si皮枕〕
行t.Vl桜幽 lりlif;25年「lj 〔 ~；£ （以 3 年 (1 718 )

初＇J.!lii〕 3枚
25.曽我会開山 （；；伏鉾伎座新狂言）

脊~m安岡 lリld126年干I] 3 f文

26.重雌諌言の場小｜』｜政pl1j lリldi29年F1J 3枚
:lh'I 良さニ EJさえのたか＇＇

27. iJ~ :;i'..i.:ti少蒔絵j\'.:j的 (1りJif；陸新狂言）
行：tリ！後iilii lリJif;30ij三FIJ 3校

28 . 持説弓 ~l~ 月 （：；政PW伎座） ~~＇. IJ;( I El l.'iJ phj 

II別if1?0：正予l'I] 3 f'.{ 
をど4’It‘.t、均 く ..-• tn r 

29. M~ii1Fi存楽屋之図 ~；~； 11<111hj 3枚

30.おどりけし、ょうゑとゑのさかへ

一協同雪山IJ<il岨 3枚

II.役者絵

31.市川団十郎 .Ii. 波小ー！Ell'i 1tl1j l枚

32.市川海老成 作蝶桜11<!i'i 111ij l枚

33.凡立忠臣蔵市川il1J,t政 ・＂＇山文 ii.f!IS

盟国fl]1j l校

34.見立忠臣蔵坂東三int五店II・J;i,l 7i:t十日II
盟国岡 1枚

35. i*fi川菊之必岡山l凶 1枚

36 . 瀬川 ~J之さS ]il良少・国i'i[!lij l枚

37.三芝居比立対而瀬川梨j之ぷ

芥蝶般国！＇.＼ illii l枚

38.中村芝杭盟国凹 1枚

39. 中村芝翫 l:i<l 1＇＼回 1枚

40.〔襲名J的存〕 中村芝翫 ・児雀
- I助成•；~＇. IEWhi l枚

41. '11村；：伏til街！”J Ifill’1 11hj 1校

42.〔_ii：世松本キPllflll〕 錦子｜－ ~~＇ I El phj 1校

43.当世Ji.人労 山村.11” ｜ー 行掛けをIEl¥"111l1j l枚

44. iJJi八公金屯山必’片山村JM!・・ii（村

川之助凶1.·~phj I枚

45. l,lil.li目l'i1J _/j_JJ TiJ村家揃 I El J,'i] phj l枚
46.三析ilJ；［之助 .Ii.ii主・・／！Ell’l11hj l枚

47. Tli川団政 ・坂東三iIUi.Dll Ii.ii主J子IJ<Ii'¥ 1111j 2枚

48. _/1.代目以来三i"Iリi.n11 ~~： 1 "' 11hi 1枚
49.以米三iiU I~ fl!¥ ~~11 El jihj 1枚

50 . 以来ヲ~·：UJ Ii. f色・・／i'¥1Af1hi l枚

51. )_11,＿ト.Q:：はi.Dll〔三世〕 ~ ~·い：1jihj l枚

52. l己」：打止さ？~ I i.il主小！Ell'i jilij l十文

Ill .死 絵

53.三世山村山十郎 ·；~＇. I El 11hj 文化9iμ. 1枚

54. I凡Ji!.!・岩井半l凡I(!II ーリ）成IE・l；~： jllij 

米｛九；7if'. lt'.{ 

55.七世ii！川｜司卜1・n11 ·；~＇. 1£1 jilij 'ii政6年 2 f文

56.八世Hi1111司1十日II 'i,1；永7if. It文
57. ILIJI止ll;IJ日記両日IJJ 梅立IE!i攻11hj l則的19年 lt'.{ 
58.九世Tl！川団十日II %f136年 It文
59. Ji：世l=f」：必Ji.DIS ~ ~＇. f.；守lllJi Iリiif136年 If文
60.初世・iii川左団次 lリlif;37年 2f文

( JYllliJ 小、 IJ(,1《作をします）。

。J



コラム

「5'.ii1-，：：」抗7サのこの側で、首！？校lリIf命立の印記をとりあ

蓬左文庫の蔵書印

その8.「尾必凶校蔵相i」
付・「.f,，• ，・脱税ザ：校之1:11 」

織 茂 民日

げたが、 今回はそれに関係のある 「尾~l~国校i滋似」正llに

ついて記しておきたし、。尾，；u国校は議校と同義で、いう
までもなく、 lりlfttii立を指している。この印記は、蔵板す

なわちWI阪を芯：味し、日必；1：：印とはいえないが、名古屋の

印刷j史上、特訴すべき191f命立版 （19Jf命立みずから刊行し

た出絡で木市千l~tiが多い。 「運左」 第3号ーの資料相介術！

参！！（（）を表示し、また、宇治れにしかみられないので、ご

M｛介にlえぶ次第である。この印は直径6cm、円形のう｜ミ印で、 191f命立版といえども、｝羽例はごく一斉JIに

限られ、判lリlしているのは、 4.，；文庫のうちでも、r清純』 と 『臣帆』の2.f・Eにすぎない。

なお、 lりJf≫u立はl則的4年 (1871)7 ）~ 、 l苑滞世保の l在後、廃校となり、代わりに 「名古色延滞さ7：校」

がl~f-J設されたが、 およそ 1 年後には 「名古屋県洋学校」 あれ、て「愛知県洋学校」などと改称、 一般に

は 「名古記洋学校」で通っている。文明開化の時代に沿って、失 .fム両国から教師を招き 、新しい洋

学：を教えた。さきに上回 fll! l1政や伊藤圭介らが建てた 「l毛~l~洋学館」では、も っ ぱら 1MJ学を技けたが、

lりiif；ともなれば、英 ・仏さらには独の三ヶ国語にその座をゆずるこ とになる。

その後も 「愛知英語学校」 などと l~｝i繁に名を改めた

「愛知県洋学校」は、

が、こjLが「愛知1- iJ1 」 (.fJl旭丘~·~等学校）の 1 ili身て’あ る。

以上のj泊り、 「.r,i"'I L~ it昨年：校」 と利；したJU！間はき

わめて 1.•.( ~ 、ため、この印記 もまた珍しい店JIWに以す

る。 ・j・法はたて7.lcm、よ こ7.9cmの大1¥'!1:11て’ある。

この正II記をもっ持統は、まt..:',j.，；文1!Jiでは7りよされて

いないが、参巧ーの；＼｝：1味で付似した。

（注／＿，：文W,v1.1 MJf ')): H ) 「 IC: •JJHtl校必似」 1:1i 「r. ~..屋ii在学校之1:11」

i風｜管｜息｜ 散逸した駿河御譲本について
一一国立国会図書館での調査結果一一

徳川家wの施政において 、 文教 ·J ~業に lT＼きがji’｛か

i Lていたことはよく知lらjLているが、彼n身む’下を
好み、駿J(.fに間以後は文H！を設けて（！駿i11J文！・10、
約一JJHitの内絡を集めている。これらのi；品川は、 i皮
の没後（1dll2年＜1616＞） 、j立命により主として比
外｜（義110、紀十M（車ii'r＇（）、水戸 （車Mi5）の三家に
分泌された （駿河御泌本）。 そのほか、 計二｜二はi..［戸城

へもj返らjL、キi:楽山文J.11を絞て、.fJlイr:t立山内Ii＇と 内
｜民l文J.11(IEliL公文内館）に伝わっている。大部分は
三家に，ii~ ら れたわけだが、紀州。｜家（ j菊葵文W l の分

はlりlif：のぼiほとんどi放送、水戸家（杉巧6"1'.i文/!I¥）分

4 

~ .fJl (1：して い るとはいうものの、 他，I~ とまぎれて減

別l州側であるという 。 この •I• にあ って 、 4HI・同乙（注

J_，二文H¥）分だけは、 Jじ和l当II与のIf,〔日Hにより全貌が
lりiらかにさjL、その約3分の2 （約 260ffl＼、2,000110-)
がj主ぷ文H；にfL；えられている。妓りの3分のlは、
主としてlりiif• 5年の，J己リ払いにより欣i生したもので
あるが、それ以1iljに行）j不lリ！となっていた ものもす

こしはある。このi枚j生本の行））については以前から
，制作をiJ¥；ねており、数十純について、その所イi：が雌

必さ れてい る 。 すなわち 、 l t< J立｜司会図：， l ~fifi を ~1~'.titi に、

；印刷以立英文l!J\ 、 Ji~ M大学、東北大学、飾付（記念館、



{ii+ii文；loH、r.• 11!-tldi I呼物館、それにN1111作一郎氏な
ど11AI人の1ijj-1みとなっているもの しある。この内、IEI

会i-;<l,1：＝館は約20Htを似1i：託しており、 11止j丘こjL を ，~.~ft

する機会を仰たのでf\：！~介しよ うと 思 う。

ちなみに、！己州家分 「品交がH前1.. rH~」 には 「 1~11'1~ 」

1:11 (I出ldllU：初代義 1(1：のl滋 ， 1 ~ 巨II ） があり 、 また明治

5年.J1，＼，、II＼し分には 「払」1:11（米 ・IH11l1j.f；’fl)が押さ

れているので、これと 「L段inf1.l1J.. n本lIH」等、文w
＊ ＊ 

魯斎全書／3巻 （第4～ 7:{j:;欠）1 Ill!-( 217 -124) 

lり1. JEi：~＼1x:ii＼ 〔 13年 （ 151 8 ）〕 秋 8 川 6 llJHIJ+：・

31 0×19.3 ・IJLI 1,';J lp. ill ・ イ1・抗L・1oq i"20’j-:. 1:01鮮，1,-

HJ本 （終版） ・「御ノド」 「払」 （米）

入学図説／不分巻1IIサ （辰一 12 ） ・ iJ~il\30年 〔1397 〕

丁・11:2 ) l初以 PJ本 ・23.8×17.0・VLl/TiJ双ill.イI抗1・

13行24’よ：・例魚＇（；1'1-HJ本（掠l以） ・ 「 1~11 '1~ 」 「口口

'.!:t口口」 「要員守珍政」 「払」 （朱） . ・:w図本、主IJ
」ゾ手の氏名 を記し た PJ ~cあ り 。 制II針必点H 1 1滋 '1~ 。

一古l¥f政如、副主ぎ紙をも ってMl：’j'.。

礼記築説大全／30｛き8II甘（以－13)・iD山氏q1歳

〔39Jド （ 1560 ）〕 lhL冬 J J 公.TE· ： ；~Pl・ 23.3×14.2・IJLI

],';-JJ.:J ..辺 （ー ；~I＼斗till) ・イi"'N・ 11行21’；：.IりlPl （抑

1:1，（ ） ・ 「m1 '1~」「品：j成f会 11夜」

儀礼注疏／17:{J;lOlllJ-(1711仕本を一日｜；介糾） ・（217

120）・l・IJ年不lリl. 33' 2×21. 5・l凡ll.'i］双ill・イi"'N.
10行17’j・:. ':vJ!r.il ,1, 日’ j': J以 ・ 「 l~H：」「 .Jl，」（米 ）

中庸或閑／不分どさ2Ill}-. (106-167) . i[J’トmYJ'.'/

( i,r；’i～J:I,( 1'1：紙i史Ill） ・26.1×18.6・IJLIl,';J J.X.辺 ・訂

以 ・7n11’j・：.「御本」「払」 （！時）「裂病f会l滋」

欧蘇手簡 1 lllJ-・ ( W A 36 -5 ）・HJfp不lりl. 33. 9× 

1 9.5 ・ ｜凡11; •;JWill ・イI抗1・10行19’j・:. 1;VJQ¥f.il .-j=IJ+: 

（悦！日Ii） ・「m1'1－＝」「.Jl、」（！.fD

雲港跡公諌録／ 5YJ;2111J-・(217-123) ・」Ei!l'2年

〔1507〕］｛：. i＇／烈 己友 〔6年(1179）〕 政 FIJ本 ・30.9

×21. 0・illlli';-J双辺 ・イfw・10行17’j－： .。；iJJ!!iJ・111i1可’j・:
1:1，（ ・ 「待114'」「.J1、」（!.f¥) 

家礼大全／4 ｛主1lllJ-・ ( W A 36 -8 ) ・ ~／；／11 'i うを 友

〔42if.(1563）〕 Z~JJiH,U Jf.J PJ ・ 36. o×22.3・制］ff.lf111

FIW （核版） ・「術l本」 「払」 （米） ・・：lnxf4

文書室軌範／7Y..き2lllJ-・(242-8）・PJ年不llJJ・27.5
×18.9・匹II羽ljlj担・イf界 ・9qj・17’j・:. 1:vJ鮮，1;HJ '1~ 

( ·1：~1:ri ） ・ 「制学｜品l口口」 「i調l本」 「.Jl、」 （朱）

「要指珍1i:者」 ・外題松平必山本

近思録／14{き4lllJ-・ ( W A 36 -4 ) ・正f!t(L.Jjl!〔14

年(1519）〕u· l!ll~城利子汁I] · 32. 8×21. 7 ・ 11q日l双辺・

イI界 ・9行18’j・:.i:vJ !l((;.i l il； ’ j-:J以 ・ 「 1~11 '1ト」 「払」 （米 ）

＊ 

の ll HW と か 、 l汝~'1~ を，；1',l }jlj す る 参々 とな る 。

さて、IEl会凶m自における，J.'ijfiは、1:vJ !!¥j: '1' 17 Ht、
山本l的、 j[Ji十JJJYI"’j:,-j>:1姉、，i!・19Hについて行っ

た。以 F、その概裂を述べるが、 ぷ・I批は、a1i-?',(I＇、l
組） . {Bii仕数 ・先日1i：必需ひ .FIJ’＇j'./f：日比fF-1＼：勺 ・法：.：：
（タテ×ヨコ ・lji.f1/:cm) ・ ill ・ 'N・'Ii'数 (1託、ドJ従）・

7：数； (11バj・） ・1:1u.::~r . 1:11ぷ （「，1i';-lii・：Jl-;<J,I：：自1'¥1i:li:J1:11 
は岡持） ・Wi与のJll(iである
＊ ＊ 

延平答問／211け・ ( W A 36 -3 ) ・ iU1'i l人i'.ii（〔45.tド

(1566）〕作 ・／1l(ikJ(fPl ・ 31. 4×18.3・i凡IJ.'VX..iι －

イi'N.9行16’I：・朗自i'.11FIJ,-j>: ( ~ ... ~1:10 ・ 「 1~11'1＇」

「払」 （米） ・外延j 松、nr山本
淵源録／14JJ:4 lllJ-. (217-122) ・弘治i人j以 〔9年

(1496)) 1r: i=1H＇・30.8×21.6・llLJ間以ill.イ1・界

1111"21’i：削fa'UiFIJ4' （製版）・「｛倒l本」（払」（朱）

外凶松‘1<~ ＼· LlJ本 ・主lにL".？＇，を記したFIJ,icあり

朱文公校昌繁先生集／40巻外.!JUO{i>・ 1411 

(242一6) ・ FIJiJ三不lりi. 32. 5×21.0 . v月L’’l双jι ． 
イi抗t. 10行is・;-:・ ・:01.争（i¥FIJ牛； （桜l以） ． 「i制14'J 

「.Jl、」 （よい）

李太白全集／不分:{J;1 II~ · (217-126）・pjip不lリI.

33.7×20.9・問問反辺 ・イI界 ・10行18’；：・・:vL≪tf ,1.-

m’j-:J:ti・「1卸本」 「.J1、」 Uf¥) ・ 足a -r~· 松‘1< ~i山下

分類補i主李太白誇／※25巻 9lllJ-・（217一118). pjip 

不lリl

※「うそ木l’l令応」をどさ1として』耐えしたため巻2～

25。以下、「学木l’l全集」lこIii]じ。ただし 「.JL」J':IJ

は欠。

小学集成／101,Blxl1 4き6flit ・ ( W A 36 -9 ) ・」E統

Jじij~ 〔 14 36〕 鈎千級。 見返しに 「附度 3iJ三〔1569〕

3 J J; : I I iJ,JJ!弘Jl<"1'If1J力関I＞大年M氏小’下－f'j:命｜徐
刈，ltl. イiぷ行 民全口〔度ー刀〕」とJ↓＼，1：：。

37.0×21.8・州間以ill.イ！？品 ・9行18・;-: . ~ijj_(j!(: ,1.-
i,r; J:Jii ・「，l’（

孟子大全／71.B2111J-・(242-4）・FIJ年不lリl. 30 .8 

×19. 7 . llLJ],';Jljl辺 ・イi界 ・8行16'j・：・ .・:vi鮮.11FIH'

(4；例以）・ 「術14，；」 「.J1、」 （！特）

中庸集略／ZJ..!:2111ト（217-121) . );(;,),'i25ij三〔1546〕

W~ Pl4' 凡jQしに 「iM11'i21年12}J 」 と！.f~ －. 1 ：： ・ 30 . 6

×18.8・VGJ羽.i.ji.辺 ・イT界 ・8行18’j-:.M鮮1¥FIH正
( ~；初日正 ） 「立l!弘之記」 「制！削・必，1：：之foll」

三韻通考／不分巻 1 11~ · （ 217 - 125 ） ・ HJ年不lリ1 ・ 30 . 5
×20.1・凶l&J双辺 （-tlllji.jll）・イf界・9行14’；－： • 

0；リlff.lf11iFIJ,-j，；（終版）「裂病珍ii:li:J礼返しに，t..隙 （ ~t詰 ）

”抜，ilfl!li付以」二

＊＊＊＊＊  

砂19.f慌の｜人］、 「示－（－大会」まて＇l7Hlは注1..i.文h!Iillii:ltil：：であることを認定。 「 ~· lilt柴田品」 「三f!ll.illi々 」の2純は

地~Id！作士制II野忠隙 （要指）の I Il械であ り、これについては円必I拠出土JtJ（「名古屋抜書」19～22）に くわしい。

なお、調先本の内、6純が裂前川崎本であった。次号で巧祭を加えたいと思う。

- 5 -



出版物 覧

r .• 1.-w司）；宝lr：文Jol'i英m分wl」H(s .50年Fil) 3' 500円 「I;j>.:の，1,-91~ ＜注1正文HI図H>( S .52年’HJ) 200円

才，, 1 ,-w.市淫／正文l•l ll玉J ,' r-分 rri1 IH( s .s1年l'I]) 4, OOQFLJ j主左文Ht・泌氏物布図録（s .53年HJ) 300阿

r. ,1.-hl t11溢左文l• J( , l j文 ， 1 r-,1 ，－絵閃 lIH(S.51.if.F・1])2, 500F4 蓬左文庫所蔵省地図複製（s .55～56年刊）

J~的久弥コレク ンヨン 1 1 HITTー～三~s No. 1～No. 8 

( s. 52～551ド1可） 弁 1,500円 No. 9 （尾張宏、付図）知多郡

f, 11ihl議。＇H正縦）業引 ・総lI H( S .53年刊） 2, OOOPJ 名古屋幾曾三編第12巻（s. 56年刊）

各 1,800円

1, 800円

3,000円

r. ,1，出，r,z,t：：統制宗引（S. 47.if. HJ) 700円 同 第8巻（近刊）

t ，，，昼i&,1：：統制総目録（s .44年刊） 400円 張州年中行事紗他二編 3,000円

7Yf.1~解題同H第一～三集 （s. 55年1J｝版） 弁 300円 同 第16巻（近刊）

運左文1・1<.m要文化財図H(S .52年千lj) 200円 横井也有I全集上 3,000円

＊以JてのM¥l以物は、本文！・11.・1・;f：主主においてj江（.(j]しています。郵送希望の)jは郵送料が必裂ですので、おn:1し、令

わせ下さい。（ただし、 ，1；地l:iil版製は邸送不可）

* ...j~文 Iii＜所蔵 ，，，地図の祈i訟な絞製を作成し、希望者には；)f（布しています。

＊「f,,11 L-tl終 ， 1 ：：三 ~i~ 」（ 20巻 ・ 付 l 巻チ定 ） Cl) ~） l 1111配本を＼Ji［イIiij 1です。 ただ今、第2・31111配本を叩Wiしていま

すが、ll({fll57年 4JI tri!iilイIil 、たします。

I> I> I> 利用ご案内 寸寸寸

I>開館時間 午前9時30分～午後5時

I>休 館 日 41f:) J 11/i) l:l・節3金ll/t1日（館内桜型日 ）

I>聞

fl.Hf:に可｛なる場合Ii日曜i別館、11・・）（休館l
fll日 ｜｜
¥II BM'. II 月 ・ ：ld~lii I 

覧 館内に限り、館外Irし出しはいたしません

（閲覧料）作泊図：1:: ~！＇.f;料

If~ －裂lヌI'I ~： イT料 （ 1 l'flllOO円）

I>展 示 ’il¥"11,'iIi＇：恥 1 ：：の－ i'il\ を ｝~ポ

（特別以を｜徐き 入場燃料）

I>復写サービス 詐j凶l叉lJ：のうち｛以：（F J ・. ;;i~ ~·＼：1のないも

のについて彼＇IJ：サービスを行ないま

す。その他、マイク ロフィルムの利

用、 1j:J＇，［.出版のqi,Ji'iを受付けますの

名古屋市蓬左文庫

干461名 r11屋市東区徳川lllT1001番地

宮（052)935-2173

（市バス新出来町北 l伽 1
山 口 IHJ京 500111J 

巾，、ス

街；1:,.11 

名古屋市道左文庫

十11111・1・れ.＇oh111! 4人松 fllれャh
で、こ－；￥：！ • ！＼のJ－.、ご相，J炎下さい • ·to ハ時：I：情I

「蓬左」第10号 交昭和15711三4川6II発行 交制集 ・発行 ：；？＇，，＇；）五d1法1.L文ltlf(東区徳川lllflOOl岳地）

食無料交不定期i刊行 食印刷： 大同印A1；リ（東区以 2 3 -18) 
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